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ll川県立線●●●大寧大II腱凛●菫象攀薔魂料     入学

私たちの社会は 生命科学の飛躍的な進歩 医療の高度専

門イと少子高齢社会の進展 疾病lt造の変化など また 人々

の価値観ヤ=―ズの多様性など多 くの課題が浮き彫りにな

っています

本大学院は 健やかで心豊かな社会づくりに賛献するため

に 県民のは廉増鶴 生活の質の向上 次世lt青成支援t■ じ

とした人々の腱 康と自立」の支援を基相 念としています.

そこで 高度専門職桑人としての著護師 保億鰤 助巌鰤

臨床検査技師教育 研究 管理者をめざして主体的に開拓し

ていく人を求めています

1 生命の事餃を畏敬する深い人間愛と洞絆力をもつ人

2学 麟豊かな専門性と社会的使命をもつて協働できる人

3知 麟基盤社会の形成と発展をめざして真理の追究を志す

人

4 自らを内省し 耳摯な構想力や創造力 実践力でII会に■

献しようとする人

5健 康と自立の支援の実現に向かつて開拓する●をもつ人

大学市―

ひとりでも多くの方と語り合い 学び、希望や夢をわかちあうことができますように。
看語学科 教授 松 村 恵 子
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戦略的大学連携支援事業『香川総合医療教育研究コンソーシアム』
このたび 香川県の断 系学部を有する3つの大学 (徳島文

理大学
=川

大学 著川県立保櫨医療大学)が連携 し 地燐に

密着 したチーム医療を実践できる高度な総合医療人を養成

する「詈川総合欧 教育研究コンツーシアムJを構築 し 平成

20年度の文部科学省の戦略的大学連携支接事業に採択され

ました.チ ーム医家 とは 病院で働く医師 看護師 薬剤師 臨

床検査技師 栄妻士などの車円職度 れぞれの専門知識を生

かし 協力して患者治療にあたることです.すでに 各病院や

診療所で日常的な取り組みとして定着しつつありますが 番

1県全体としての取り組みtlい まだ+分 とは言えません。

このような地雖 会のニーズに応えるために この連携事業

は,献できると考えております

この事業の具体的な取り組みついて本学の立場から述べ

ますと0学根 同授業の開講 ② 3大学の共同研究の推進

0看練師や臨床検査技師の再教育 03大学問の人的交流

0地元高校生への啓蒙 などであります.学部共同授業では

平成21年度4月 より遠隔講華システムが導入され 広帯域キ

ャンパス間のネットワークを介 して「チーム医療Jな どに関

する遠隔ll義が行われます。今後 この選隅睛書システムを

■蹟師や臨床楡査技師の再教育 地域住民の機藤教育などに

も利用していく予定であります 教職員 学生 後姫会や住民

の皆様の御支援をお願いいたします

●
C

臨床検査学科 教授 新見 道夫
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9100～ 21100
(学生のll業期間中は900～ 1700)

日曜日 学生の休姜 IIJl・l中の土曜日 祝日

年末年始 開学記念日

平成20年 0月 31日 に 枯J ttiτ■の■■の一輩として

レlⅢ I広 t■ ,人の社会行,1`考 えるJtテ  マにシ
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病院見学

■ i,9] 月に市川県立中央病 院■

夫桟鶴 」の,1回見宇 ■行いま した 善1,
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さわやかな秋喘れの下 第9回i視祭がイ0月 8日 に

l.lllさ れました

今年は「l●l花―一人ひとでりの芽を～Jを テーマとし

大学票を通 して 自分 らしい花 そしてみんなで一つ

の大きな花 を咲かせられるように 学生が主体 とな■

て協力し 準備や当日のI苫などを行いました 前日

には前●禁が行われ 約150名 が著加し B30や ケー

ムそして花火等 学年や学科を超えて楽しみました

当日は1 2年生による学]1晨  各学年 サークルによる模擬店 ステージやビンコ大会など 毎年恒例のイベ

ン トに加 え 地4の方々のステージや出晨 4年生による学科展 佐藤先生よる禁煙の謁娘 1学生が奉加 したロー

ルプレインケ)な ど 新たな企画 を取り入れ 菫大な大学集 となりました また 今年から大学祭てしミ=オー

プレキャンバスを行い 先生方による個別説明や学生による学内案内などt行いました 大学票に よ 高校生や

地域の方●ど本当にたくさんの方々に来ていたたきました さらに今年 1エ コ活動にも取 |,Ilみ  花の種 を入れ

た●1250個 のエコ風船 を飛ばしたり iミ の分別を行,、 学生はもちろん 来ていたたいた方々にもこ13カ してい

たたきました

今年の大学察は 学生 先生方 事務職員の皆 さん 大学卒に来てい,だいた皆さんの協力のおかけて 成功

樫に無事12え ることができ夕した 「闇花―一人ひと
'り

の芽を～ |のテーマの下 一人ひとりが役割 を果たし 1,

花させることができた実 |り 多い夫■祭にな 。たので |な いてし、うカ

椒続察(文化祭)

公開講座

大学察実行ユ員兵 看護学科2年 矢 木 着 郁

平成20年 1月 7日 に 本学公 l●1講座 :健やかに生 きよう|が

開催 されました

今回の ず題 ま

●「知つておこう !最近I.・えた卵巣がんJ

●「メタポリックシンドロームの対策について」でした

受講者88名 に来ていただき 好評のうちにll了 いたしました

来年度 は 8月 下旬か ら,月 上旬 [高松市中心部の県庁内 ι l

月3日 t全 , |=本学 で 2回 ‖御 す る予定 です 息+し ,ヽ こと | ホ

ームベーシなどでモの都度掲示 さビていたださます よう しけれ

ば ぜひ一度受講 してくたさ|■

仲間と過こした4年間

今こうして大学生活

`娠
り返 ,た と

= 
累敵な仲r.lと 出

=ぇ
たことがとて

も大 きなこととして自分の中に残 ■て

、ます この仲間で過ごした日々は き

らきうと輝 く色濃い日々であ0 とて

も感慨深 く思 っています 課題や実習

に遺われ 辛い苦 しい思いも抱いたこ

とも正直少な くなか った4年 間で した

が 皆で励 ましあ ■ヽ,(コま展を流 し 共

に支 えあ●てきたからこそ これまて

の多 くの試練 を乗 ,越 えられたのだと

思います

これからそれそれの事に向か ,て一

人ひとり歩 き出 しますが ここで過ご

した日々を糧 tし  大 きく成長 した私

たち t信 して顧張 つていきたいと思い

ます

希護学科 `年 竹歳 亜美
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